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はじめに
郭沫若は、自身の成長において両親と幼少期の塾の先生以外に「影響が
もっとも大きかった」のは長兄の郭開文だったと述べる。彼自身の日本へ
の留学も日本留学の経験を持つ長兄開文と次兄開佐の影響で致すものであ
り、それを実現させたのは開文の金力と人脈に負うところが多かった1。
1　劉建雲「第一高等学校特設予科 ――『五校特約』下の東京留学生活」、大里浩秋・
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開文と開佐の日本留学について、筆者はかつて「関於郭開文日本留学的
初歩考証――清末留日大潮中的一個個例」2という論稿において初歩的な考
察を行った。ただ、郭沫若三兄弟の日本留学を調査する際、清末民初にお
ける日中双方の対中国人日本留学政策に触れ、いくつかの疑問を抱いた。
一つは、東京第一高等学校（以下、「一高」と略記）が最初に清国留学
生を受け入れたのは1899年９月、対象は浙江省派遣の８名、彼らのなかに
官費も自費もいたが、彼らに対して「入学料授業料及図書貸付料凡て徴収
せず」、「寄宿料を徴収せず」と規定されていた3。なぜか。
二つ目は、郭沫若は長兄が自分に実業を学ぶことを勧めたが、肝心な本
人は日本に留学して学んだのが実業ではなく、「時代の流行に流されて法
政を学んできた」と述べる。「時代の流行」とは何か。
三つ目は、郭開文は1905年９月から1909年７月にかけて東京帝国大学分
科大学の「選科」に在籍し４年間政治学を学んだ4。彼はなぜ帝大の「選科」
を選んだのか。当時清国留学生を受け入れる日本の官私立教育機構で外務
省史料に校名が上がったものだけでも20数校はあった。他の多くの留学生
と同じようにありきたりの学校に入り、それなりの卒業証書を取得して帰
国するのもたいして難しくはなかったはずである。が、彼は何の「科学的
予備知識」もないまま東京帝国大学法科大学の「選科」に入学し、結局単
科の「結業卒業」証書さえもらえなかった。なぜか。
以上の疑問を解くために、筆者は清末に発生した史上初の中国人日本留
孫安石編著『近現代中国人日本留学生の諸相――「管理」と「交流」を中心に
――』御茶ノ水書房、2015年を参照されたい。
2　『郭沫若学刊』総第94期、2010年。
3　『第一高等学校六十年史』（1939。以下、『六十年史』と略記。以下、特に注を附し
なければ同資料によるものとする）に「明治三十二年九月此の月、清国浙江巡撫
より派遣の留学生八名を聴講生として本校に入学せしめたり。正に外客本邦高等
学校に入るの嚆矢となすべし」とある。
4　前掲劉建雲［2010］を執筆する際見られる史料が欠けていたため、郭開文が東京
帝大法科大学の「選科」に３年学んだという初歩的な結論を得たが、ここで新し
く入手した明治38―39年『東京帝国大学一覧』に基づき訂正・更新する。
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学ブームについて日中双方の政策面の整理を試みた。郭沫若三兄弟の日本
留学、その時代の中国人日本留学、および日本による留学生教育への理解
とアプローチに何らかの寄与ができれば幸いである。
１―１　清末最初の日本留学生
日清戦争の敗北による清政府への打撃は想像以上のものがあった。朝野
内外はようやく「一衣帯水、柝を撃つも互いに聞こえる」5日本という隣国
に無関心から国の危亡を救う手本を求めるようになった。すると、敗戦か
ら２年後、すなわち1897年３月、洋務運動のシンボルとされる京師同文館
と広州同文館で「東文館」を増設し、史上初の正規の日本語教育が始まっ
た6。その影響で、全国各地に有識者によって創られた東文学堂や留日予備
校が雨後の筍のように現れ、もっとも早いものに羅振玉の上海東文学社
（1898.2）と、陳宝琛らが中島真雄の協力を得て創った福州東文学堂（1898.7）
などがあった7。中国国内における日本語教育の始まりが清末の日本留学生
派遣に地ならしの役割を果たした。
中国人の日本留学は一般的に日清戦争の翌年、1896年に始まると言われ
る8。当時駐日公使裕庚が使館業務の需要を考慮して上海・杭州辺りから生
5　呉振清等編校整理『黄遵憲集』上、天津人民出版社、2003年。
6　劉建雲「清末の日本語教育と広州同文館」、『中国研究月報』NO.622、1999年。
7　劉建雲『中国人の日本語学習史――清末の東文学堂――』日本図書センター/学
術出版会、2005年。
8　以下、本節の考察は主として前掲『六十年史』；さねとうけいしゅう『増補版中
国人日本留学史』くろしお出版、1970年；黄福慶「清末的留日政策」『近代史研究
所集刊』第２期、1971年；同『清末留日学生』中央研究院近代史研究所、1975年；
早稲田大学大学史編集所『早稲田大学百年史』第１巻、1978年；陳瓊 『清季留
学政策初探』文史哲出版社、1989年；王桂主編『中日教育関係史』山東教育出版
社、1993年；邵艶・船寄俊雄「清朝末期における留日師範生の教育実態に関する
１　中央派遣日本留学生を生んだ清朝最初の章程と南洋公
学の留学生
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徒13名を募集し、同年６月に渡来させた。彼らはまず東京高等師範学校校
長嘉納治五郎が開いた私塾で日本語、普通科、および外交史を学んだ。そ
のうち４名が食生活の不慣れや世間一般の蔑視で二三週間後に帰国し、ほ
かにも２名が中途退学したため、３年の学業を終えて結業できたのはたっ
たの７人、唐宝鍔、朱忠光、胡宗瀛、戢翼翬、呂列輝、呂列蝗、馮誾謨9
であった。その実力は東京高等師範学校「附属中学の３～４年の程度」だっ
たという。７人の内、唐宝鍔、胡宗瀛、戢翼翬、馮誾謨は引き続き日本で
の留学を継続し、唐、胡、戢は東京専門学校（早稲田大学の前身）の門を
叩いたが、馮は聴講生として1902年９月から1909年７月にかけて東京帝国
大学法科大学の「選科」に計６年間在籍し、政治学を学んだ10。ただ、彼
らの選抜・派遣されたルートと、留学の目的および公使館配属の面から、
13名は「公使館招来の特殊な留学生で、中国国内より派遣された最初の一
般的な意味での留学生ではない」と指摘する研究が目立つ11。
また、呂順長の研究によれば、中国国内が最初に派遣した「一般的な意味」
での留学生は浙江杭州蚕学館の嵇侃と汪有齢であり、来日の時期は1897
年11月とされる。２人は来日後、３,４カ月の日本語を勉強してから、埼
玉県競進社蚕業講習所に入り蚕の飼育方法を学んだ。嵇侃は後にまた東京
研究―宏文学院と東京高等師範学校を中心に―」『神戸大学発達科学部研究紀
要』第10巻第２号、2003年；劉建雲［2010］；呂順長『清末中日教育文化交流之研
究』商務印書館、2012年；同「清末早期浙江留日学生之研究」
　http://elearning.ccnu.edu.cn/jpkcnew/zgjxds/jds/999/ke/ke04/04CK/liuri.htm
などに依拠するが、みずからの参酌で適宜に注とかを補足しながらまとめていく。
9　馮誾謨の名に関して、「宏文学院沿革概説」（『講義録』第一編、1906年。ここでは
陳学恂『中国近代教育史教学参考資料』上、人民教育出版社、1986年による）と、
前掲さねとう［1970］15頁は「馮誾謨」とするが、同さねとう38頁は「馮誾模」、『清
国留学生会館第二次報告』（1902）と『東京帝国大学一覧』は「馮閲模」となって
いる。本稿では馮誾謨に統一する。
10劉建雲［2010］において馮は1904年から1909年にかけて同「選科」に４年間在籍
したと指摘したが、今回の調査では彼が1902年９月から翌々年７月までも在籍し
ていたのが判明したため、1902年から1909年まで計６年間同「選科」で学んだこ
とになる。
11前掲黄福慶［1971］、呂順長［2012］など。
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高等蚕糸学校に入学し、1901年夏卒業して帰国している。筆者の調査では、
２名は『農学報』報館の館主羅振玉による杭州知府兼蚕学館総辨林啓への
進言に基づいて派遣されたものである。羅振玉は中国国内において最初に
東文学堂を設立した人でもあった。
杭州蚕学館の２名に継いで、浙江省はまた求是書院と武備学堂から各４
名、計８名を選抜して1898年４月日本に派遣した。彼らは求是書院の何燏
時、陳榥、陸世芬、銭承誌と武備学堂の蕭星垣、徐方謙、段蘭芳、譚興沛
である。求是書院の４名は武備学堂の「武学生」に対して「文学生」と言
い、渡日してから外務省の手配で中島裁之らに日本語を教わり、そのため、
中島は呉汝綸による安徽東文学堂教習就任の要請を断った12。講習所は最
初「中華学館」という看板を掲げた一私塾のようなものだった。1898年６
月外務省の許可を得て日華学堂と改名、日本最初のもっぱら清国留学生を
対象とする日本語、および基礎普通科目教育を施す予備校となった13。堂
長は東京帝国大学講師の高楠順次郎が兼任していた。
求是書院の４名は１年後、1897年来日の汪有齢、自費生呉振麟など浙江
省派遣の留学生らと計８名が「既に邦語を以てする講義を理解し得るに至
れるを以て」、1899年９月に一高に入学し、冒頭で述べた同学校が受け入
れた最初の中国人留学生となった14。彼らの内、半数が大学予科一部（法科）
12　中島裁之は1891年６月から清国に渡航している。翌年外務省の第２期留学生に採
用され、留学費用は日清貿易研究所幹事宗方小太郎経由で支給されていたことが
確認できている（大里浩秋「宗方小太郎日記、明治22―25年」『神奈川大学人文学
研究所報』No.40）。1897年呉汝綸主宰の保定蓮池書院に入学し宋代の哲学を学ん
だが、まもなく帰国。その間に外務省委託の留学生教育に携わったと考えられる。
1900年井戸川辰三の紹介で協立四川東文学堂の教習となり、同学堂は義和団事件
で数カ月後に閉鎖。1901年呉汝綸と劉鉄雲の協力で戸部郎中簾泉と共同で北京東
文学社を創設。詳細は劉建雲「清末の北京東文学社――教育機関としての再検討
――」『岡山大学文化科学研究科紀要』第11号、2001年；および前掲劉建雲［2005］
104―107頁を参照されたい。
13　嘉納治五郎の私塾は使館留学生を送り出し、新たに留学生を引き受けて亦楽書院
と名付けられたのが1899年10月である。
14　呂順長「清末『五校特約』留学と浙江省の対応」（『中国研究月報』No.600、
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１年に入り、外国語（英語かドイツ語）と地理・政治を聴講し、半数は二
部（工科）１年に入って外国語と、代数・三角・図画を聴講した。一高で
は彼らに対して入学料や授業料、図書貸付料、寄宿料を徴収しないと定め
られている。その後、求是書院の銭承誌が東京帝国大学法科、陳榥・何燏
時が同大学工科、陸世芬が高等商業学校へと進学した。
この時期では清政府が日本への留学生派遣についてまだ明確な政策を出
していない。本論文では一応無政策期の留学生と呼ぶことにする。これら
の無政策期の地方派遣留学生は来日した当初から外務省、文部省、陸軍な
どの政府各部門に多くの便宜を図られ、ある程度日本の高等、専門ないし
大学という高レベルの正規教育を受けることを得た。それが可能となった
のは、日本政府が清国留学生を受け入れる際の積極的な態度と具体的な施
策とは関係があった。
１―２　清政府が日本への留学生派遣を決意した契機と中央による留学生
派遣の始まり
1898年、維新変法の風雲が全国各地に広がる中、５月に清国駐在日本公
使矢野文雄が外交交渉の便宜と長期的日清関係の構築を考慮して、清国総
理各国事務衙門に200名の清国留学生を受け入れ、すべての費用を日本側
が負担するという申し入れをした。いわゆる「矢野提案」である。矢野提
案は間もなく起こった戊戌政変で挫折し、実現には至らなかったが、清国
における日本への留学生派遣政策の誕生を催したと、一般的には考えられ
る15。同６月、総理衙門は軍機処の命を奉じて下記のような「遵議遴選生
1998）に「浙江省の派遣によって、1897年来日の汪有齢、1898年来日の銭承志・
陳榥・何燏時・陸世芬・呉振麟らが1899年９月に第一高等学校に入った」とある
が、ほかの２名は言及されていない。本稿の調査では後述する南洋公学出身の章
宗祥と富士英だったと考えられる。章と富は浙江省派遣ではないが、いずれも浙
江省出身である。
15　この説は黄福慶「清末における留日学生派遣政策の成立とその展開」『史学雑誌』
81―７、1972年と、細野浩二「中国対日留学史に関する一問題――清末における
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徒游学日本事宜片」（以下、「事宜片」と略記）を作成・上奏した16。
　　総理衙門所轄の同文館から東文の生徒を数名選び、また南北洋大臣・
両広・湖広・閩浙各督撫に通達して現在設けられている各学堂から年
少で聡明且つ東文が多少理解できる生徒を選抜して氏名・履歴を書き
下官の総理衙門に報告させ、さらに日本の清国駐在日本使節に照会し
て相次ぎ派遣いたします。向こうでは我が駐日大臣が面倒を見、改め
て監督を派遣いたしません。各学生に支払うべき俸給などは、衙門が
金額を算定して特別資金を創設し、駐日大臣に送金して随時支払うよ
う手配します。
すなわち、留学生の選抜ルートと管理方法、留学中の学生への俸給支給
を規定したのである。この簡単な「事宜片」が日本への留学生派遣を決意
した清政府最初の政策的章程となった。
「事宜片」に基づいて、直隷総督・湖広総督・北洋大臣・両江総督がそ
れぞれ６名、20名、６名、30名の留日学生を選抜・派遣した17。上海交通
大学の前身となる南洋公学の史料によれば、公学総理何嗣焜が1898年９月、
両江総督劉坤一の命を奉じて、公学の生徒から「年少聡明で志が高く、国
学の基礎があり、英語の成績も優秀な６名」を選んで氏名・出身等を記し
た書類を提出し、劉はそれを上海広方言館から選抜した６名、江南儲材学
留学生派遣政策の成立過程の再検討――」『史観』1973年にさかのぼる。後の研
究はほぼそのまま援用している。
16　北平洋務局纂輯『約章成案匯覧』乙篇、巻三十二、光緒31年（1905）、15―17頁。
原文は中国語、日本語訳は筆者。以下、中国語資料の邦訳はすべて同様。なお、
陳学恂『中国近代教育史教学参考資料』上（人民教育出版社、1986年、701―702頁）、
および朱有瓛『中国近代学制史料』第２輯上（華東師範大学出版社、1987年、18
頁）はいずれも「各生
・
应支薪水用项」を「各学
・
应支薪水用项」と記している。
17　湖広総督張之洞が選抜した20名の湖北留日学生は徐伝篤、易甲鷴、傅慈祥、万廷
献、呉紹璘、鄧承撥、杜鐘岷、武禄貞、文華、高曽介、劉邦驥、田呉炤、鉄良、
劉庚雲、顧臧、呉元澤、呉茂節、盧静遠、呉祖陰、張厚琨だった。彼ら「日本に
留学し、武備学堂に入って勉強する」とある（「咨送派往日本游学学生姓名、年歳、
籍貫附単　光緒二十四年十一月二十三日」、『張之洞全集』第６冊、武漢出版社、
2008年）。
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堂の７名、江南水師学堂の１名と合わせて計20名の書類を総理衙門へ送り、
審査に供した。しかし、まもなく起こった戊戌政変の影響で総理衙門は留
学生派遣のことについてなかなか踏み切らず、12月末になってようやく許
可を下した18。よって、中央政府による日本への留学生派遣が始まったの
である。
南洋公学の６名は羅治霖が引率して1899年１月13日に薩摩丸に搭乗し、
24日に日本に到着している19。彼らは前述した求是書院の４名と同じく、
来日してすぐに日華学堂に入り、日本語と基礎普通科目を学んだ。『日華
学堂章程要覧』には次のようなことが記されている20。
　　本学堂明治三十一年六月開辨。（中略）初由浙江省求是書院派来文
学生四名。本年一月。由南洋公学堂派来文学生六名。又有公学生及自
備資斧而来者三四人。」（中略）「明治三十二年一月入学：浙江省湖州
府烏城県人章宗祥、浙江省嘉興府海塩県人富士英、江蘇省松江府華亭
県人雷奮、江蘇省太倉州宝山県人胡礽泰、江蘇省常州府無錫県人楊蔭
杭、江蘇省蘇州府呉県人楊廷棟。
公学の６名は日華学堂で予備学習を終えてから、留学先をアメリカに変
更した胡礽泰のほか、1899年９月楊蔭杭・雷奮・楊廷棟が東京専門学校に
入り、章宗祥と富士英は求是書院などの派遣生らと共に聴講生として一高
に入学した21。章宗祥は1901年９月東京帝大法科の「選科」に、富士英は
18　王宗光主編『上海交通大学史』第１巻、上海交通大学出版社、2011年。
19　上海交通大学史編纂委員会『上海交通大学紀事1896―2005』上、2006年。南洋公
学派遣生の渡日時間について、呂順長［2012］は先行研究の不確かな記述を指摘
した上、『清国留学生会館第三次報告』の「卒業留学生附録」にある章宗祥の欄
の［抵東年月二十四年十二月］と、「同学姓名調査録」にある他の４名の欄の［抵
東年月二十四年二月］という記述の食い違いに疑問を呈し、前者と『南洋公学
大事記』にある「光緒二十四年冬」の文言に基づき、光緒24年（1898）12月だと
推定している（196―198頁）。本稿は上海交通大学史資料に依拠して特定できた。
20　于宝軒輯『皇朝蓄艾文編』上海官書局、光緒29年。排印本。
21　富士英に関して、同時期に東京専門学校に学費を支払った記録も残っている。先
行研究が指摘するように、この時期の留学生は「速かに出で速かに帰る者あり、
頻繁に学校を変える者あり、１人が複数の学校で授業を受ける者があり、ひどい
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東京専門学校より改名された早稲田大学校にまたそれぞれ進学している。
楊蔭杭ら３名は1902年５月に帰国し、「日本専門学校が授与した政治理財
科の卒業証書」を以て南洋公学に戻り、訳書院に配属された。1903年９月
前後、章宗祥と富士英も帰国、章は同年10月京師大学堂教習に就任し、翌
年１月に命を奉じて同大学堂から派遣された学生31名を引率して一高に留
学してくるのである22。
１―３　矢野提案の結実
　　　 ―― 一高が浙江派遣生から授業料等を徴収しなかった理由
1903年、湖広総督張之洞が命を奉じて一連の遊学奨励政策を制定した。
よって、史上初の中国人日本留学のピーク期が到来したのである。郭開文
はまさにこのピーク期に留学してきた。
この時期の中国人留学生の学習環境と生活状況を把握するのに、川崎真
美「清末における日本への留学生派遣――駐清公使矢野文雄の提案とそ
のゆくえ――」という論文が重要な手がかりを提示している23。同論文は、
矢野文雄による留学生受け入れの提案が一時うやむやになりかけたのは交
渉過程における矢野と外務大臣西徳二郎との間に意思疎通が不十分だった
こと、提案は後任の代理公使林権助に引き継がれる形で総理衙門と折衝し、
場合は在籍登録さえしない」という混乱現象が多い。細かいところの裏付け調査
は今後の課題とする。なお、前掲『早稲田大学百年史』第１巻［1978］は『早稲
田大学沿革略』に基づいて、「（明治三十二年）九月十九日、是日清国留学生二名、
外に銭恂氏監督学生三名入学す。之を清国学生が本校に入学する初めとす」と引
用し、「清国留学生二名」は唐宝鍔、戢翼翬のことなのを詳細に述べたものの、「不
幸にも、銭恂が仲を介した三名の学生の姓名は杳として詳らかでない」と残念がっ
ている（922頁）。本稿の調査では「銭恂氏監督学生三名」は南洋公学の楊蔭杭・
雷奮・楊廷棟だったと考える。銭は1899年９月より公学派遣留日学生の監督を兼
任するようになり、月50円の手当を支払われていたことが南洋公学の史料に記さ
れている。
22　『六十年史』488頁にいて章宗祥を「章習祥」と記されている。「習」は「宗」の
誤りと考える。
23　『中国研究月報』第60巻第２号、2006年。
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下記のような教育面にかかる経費のみを日本側が負担するという内容で合
意できたことを明らかにしている24。
　　（１）官立学校ニ入学ノ際ハ其授業料ヲ徴収セサルコト
　　（２）入学スルニ付特ニ便法ヲ設ケテ容易ニ入学スルコト得セシム
ルコト
　　（３）教授ノ如キモ特ニ不都合ナキ様便宜ヲ授クルコト
ただ、川崎氏もまもなく起きた戊戌政変（1898）により外交史料館所蔵
の関連史料が途切れたことで、前掲黄福慶や細野浩二と同じように、矢野
提案に始まる清政府の対日留学生派遣が「完全に頓挫」し、実際の派遣は
辛丑新政（1901）まで「待つことになった」との結論を得ている。
前述したように矢野提案が契機となった清朝中央による対日留学生派遣
の動きは戊戌政変の影響で多少滞ったものの、1898年末当たりには再開し
ている。また、日本文部省は1900年７月に「文部省直轄学校外国委託生ニ
関スル規程」（文部省令第11号）という教育法令まで発布しているのが本
稿の調査で明らかになった。同「規定」の内容がこの時期の中国人留学
生全般への理解にあまりにも重要なので、ここに全文を引用紹介してお
く25。
　第一条　外国人ニシテ文部省直轄学校ニ於テ其一般学則ノ規定ニ依ラ
ス所定ノ学科ノ一科若ハ数科ノ教授ヲ受ケントスル者ハ本邦駐在ノ
公使若ハ領事ノ委託アルモノニ限リ特ニ之ヲ許可スルコトアルヘシ
　第二条　前条ニ依リ教授ヲ受ケントスル外国人ハ本邦駐在ノ公使若ハ
領事ノ委託書ヲ添ヘ当該帝国大学総長若ハ学校長ニ願出ツヘシ
　第三条　帝国大学総長若ハ学校長ニ於テ前条ノ出願ヲ受ケタルトキハ
相当ノ学力ｱﾘﾄ認メタル者ニ限リ之ヲ許可スヘシ但シ学校ノ設備上
差支アル場合ハ此ノ限リニアラス
24　外交史料館『清国留学生関係雑纂』。ここでは前掲川崎［2006］による。なお、
番号は読みやすいために筆者が付けたものである。
25　『明治以降教育制度発達史』第４巻、1938年。665頁。
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　第四条　外国委託生ニシテ学科修了ノ証明書ヲ受ケントスル者ニハ試
験ノ上之ヲ附与スヘシ
　第五条　外国委託生ニハ入学検定料及授業料ヲ徴収セサルコトヲ得
　第六条　帝国大学総長及学校長ハ文部大臣ノ認可ヲ受ケ本令ニ関シ必
要ナル細則ヲ設クルコトヲ得
　第七条　本令施行ノ際文部省直轄学校ニ現在スル外国人ハ其ノ学科ヲ
修了スルニ至ルマテ本令ノ規定ニ依ラサルコトヲ得
翌年、さらに「文部省直轄学校外国人特別入学規程」（文部省令第15号）
が発布され、上記の第11号を廃止した。文部省令第15号は第11号の内容を
ほぼそのまま引き継いでおり、第一条の入学条件となる「本邦駐在ノ公使
若ハ領事ノ委託アルモノ」を「外務省、在外公館又ハ本邦所在ノ外国公館
ノ紹介アルモノ」、第五条の「入学検定料及授業料」を「入学試験料、入
学料及授業料」に改めたのみに止まっている。
文部省令の発布は、矢野提案がその後、日清双方の協議で合意できたの
みならず、結実もしたことを意味する。これで、冒頭に述べた1899年９月
浙江省派遣の留学生が一高に入学した時、どうして入学料・授業料・図書
貸付料・寄宿料などいっさい徴収しなかったのかという疑問が解決した。
日清双方の合意に基づいた日本側の具体的な対応を示した教育法令の判
明は、「五校特約」26に至るまでのこの時期の中国人留学生への把握におい
て重要な意味をもつ。要するに、清末早期の中国人留学生が日本の大学、
あるいは官立の高等・専門学校に入り、授業料などの免除を得られたのは、
日本文部省が法令を発布し、おのおのの学校に通達して実現したのである。
表１は、筆者が本稿の調査と従来の研究に対する整理に基づいて作成し
た「清末最初の留日“文学生”概要」である。
表１からわかるように、この時期の留学生は一定期間の日本語と基礎普
26　日清政府間で1907年に締結された文部省直轄五校による中国人留学生教育委託事
業である。
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通科目の予備教育を受けてから、多くは一高か東京専門学校に入った。一
高で大学予科の勉強をした浙江省派遣の８名のうち、５名がさらに相次い
で東京帝大の「選科」に入っている。彼らの経験は辛丑新政の実施期にお
ける留学生派遣政策の制定にある程度影響を与えたと考えられる。

２―１　奨励遊学政策と日本留学ピーク期の到来
「事宜片」が許可されてから清政府による日本留学生派遣事業が始まっ
た。ただ戊戌政変の影響で保守勢力が返り咲き、留学生の派遣はその後の
数年間にたいした進展を見せなかった。1900年の義和団事件、八カ国連合
軍の北京侵入、辛丑条約の締結が没落した清廷にさらなる致命的な一撃を
与えた。滅亡寸前の支配体制を救うために、西太后は「新政」の実施をせ
ざるを得なくなった。いわゆる「辛丑新政」（庚子新政、清末新政ともいう）
である。
新政の主な内容の一つは科挙を廃し、学堂を興すことである。1902年学
堂推広の方法を公表し、「欽定学堂章程」（壬寅学制ともいう）が発布され
た。その上で1903年さらに「奏定学堂章程」（癸卯学制）を制定し、中国
の近代教育はようやく困難な一歩を踏み出した。しかし、学堂を設立する
には校舎も教師もない。前者は既存のさまざまな書院や民間の祠廟を利用
し、後者は「東西各国の教員」を仰ぎ、すなわち外国人教習を招かざるを
得なかった。
外国人教習のなかで日本人がもっとも多く、郭開文が来日前に学んだ成
都東文学堂もこの風潮の最中に創られたものであり、そこには服部操・河
田喜八郎など数名の日本人教習がいた27。その後の10年間、四川省が招い
27　前掲劉建雲［2005］109―112頁。
２　郭開文がなぜ「法政」を学び、東京帝大法科の「選科」
を選んだのか
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【表１】　清末最初の留日「文学生」概要
時期
派遣機構
（人数） 氏　名
来日
年月
予備学習機構
（時間）
入った学校
（期間）
転入又は入った
上級学校（期間）
学力、帰国の日時、帰国後の
職業等
無
　　
政
　　
策
　　
期
公使館
（13名）
唐宝鍔
1896.6
嘉納治五郎の
私塾
（３年）
東京専門学校
（1899.9―1903.7）
早稲田大学
政治経済学科
（1903―1905）
『 東 語 正 規 』（1900）、 进 士
（1905）、山東師範館務、中国
律師公会会長
戢翼翬 東京専門学校（1899.9―?）
早稲田大学
政治科
訳書彙編社の創立者、挙人
（1905）、進士館教習
胡宗瀛 東京帝国大学（選科？）
偽満州国財政部、鉱山公司理
事
馮誾謨
東京帝大法科
（1902.9―1905.7;
1906.9―1909.7）
北京師範学校翻訳、陸軍学校
翻訳・主事
朱忠光 1899年帰国、四川候補道、奉天鉄嶺交渉員
呂列輝 1899年帰国、高等判事、学校教授
呂列煌 1899年帰国、外務部翻訳科課長
（杭）蚕学館
（2名）
嵇侃
1897.11 山本憲の私塾（３，４カ月）
埼玉県競進社
蚕業講習所 東京高等蚕糸学校 1901年夏卒業し、帰国
汪有齢 一高（1899.9―？） 法政大学
（浙）求是書院
（4名）
何燏時
1898.4 日華学堂（１年５カ月）
一高
（1899.9―？）
東京帝大工科
（1903.9―1904.7）
陳幌 東京帝大工科（1902.9―1905.7）
陸世芬 高等商業学校
銭承誌 東京帝大法科（1901.9―1904.7）
（浙）自費 呉振麟 1898.10 日華学堂（11カ月）
一高
（1899.9―?）
東京帝大法科
（1901.9―1904.7） 1904年～？、清国留学生監督
政
　　
策
　　
確
　　
立
　　
後
南洋公学
（6名）
章宗祥
1899.1 日華学堂（８カ月）
一高
（1899.9―?）
東京帝大法科
（1901.9―1903.7）
明治大学法学士（？）；1903年
10月より京師大学堂教習、民
初は袁世凱総督府秘書、司法
総長、駐日公使など。
富士英 早稲田大学
校外生卒業証書、校内生十全
卒業証書；挙人；清末は直隷
省総督衙門随弁、学部・外務
部主事、民初は駐朝鮮総領事、
外交部参事。
胡礽泰 アメリカ留学
雷奮
東京専門学校
（1899.9―1902.5）
政治理財科卒業証書。帰国後
公学訳書院勤務、江蘇省諮議
局議員等。
楊蔭杭
政治理財科卒業証書。帰国後
公学訳書院勤務、京師高等検
察庁検察長等。
楊廷棟
政治理財科卒業証書。帰国後
公学訳書院勤務、北京政府衆
議員議員。
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た日本人教習だけでも百人を超えたという28。郭沫若の話を借りれば「子
供だましの体操さえ日本教習に教えてもらい、基本の号令も中国語に訳さ
なかった。ということからも当時教育を行う人の素人ぶりと中国人が物事
をする時の粗雑さがわかる。」29
新式学堂の教員不足問題を解決するために、「奏定学堂章程」は海外へ
の留学生派遣を下記のように規定した30。
　　速やかに外国へ留学生を派遣し師範・教授・管理などの方法を学ば
せる。（中略）派遣者数は多いのを尊いとする。長いのが１年、短い
のが数カ月、外国学堂の規模制度・およびすべての管理・教授の方法
を勉強させ、外国の教習はいかに教え、生徒がいかに習い、学堂の責
任者はいかに管理しているのかを細かく調査・体験して、帰国後学務
所や各学堂に配属し勤務させる。（中略）欧米諸国は道が遠く費用は
重いから多く派遣することに適しないが、日本には断じて派遣しなけ
ればならない。学堂を創る入門の法なので、費用は何があろうと節約
してはならない。たとえ辺鄙で貧しい地方でも少なくても２名はかな
らず派遣しなければならない。
具体的な派遣先と地域当たりの派遣人数まで細かく規定するなど、随所
に切羽詰まった状況が窺える。
その影響で、1904年５月四川省は１回で宏文学院に速成師範留学生を
160余名派遣し、宏文学院が彼らのためにもっぱら「四川速成師範科班」
を設けた。1905年１月まで宏文学院に留学した四川省籍の留学生は200名
近くに達しているという31。
新政の実施は同時に政策、科学など諸方面の人材も必要となってくる。
28　藍勇・闞軍「近代日本対四川文化教育的影響初探」『中華文化論壇』2004年第３
期。
29　郭沫若『少年時代』人民文学出版社、1979年。41頁。
30　朱有瓛『中国近代学制史料』第２輯上、華東師範大学出版社、1987年。
31　王笛「清末留日学生述概」『四川大学学報』（哲学社会科学）1987年第３期。
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1901年旧暦８月張之洞などが朝廷に下記のような提議を上奏し、許可され
た32。
　　人材の育成はまさに今の急務であります。前には江南・湖北・四川
などの省は学生を選抜して海外留学に派遣したこと、誠に賞賛すべき
であります。各省の督撫に通達して一律に見習って行わせるようお願
い申し上げます。（中略）もしみずから旅費を調達し海外へ留学に行
く者がいれば、出身省の督撫が駐日公使に照会し随時面倒を見るよう
手配してもらい、学業優秀の証書をもらって帰国した場合、派遣生に
照らして同じように審査奨励し、勅令を仰いで進士か挙人の出身を授
け、任用に備えておくべきです。
すると、各省からの官費留学生派遣が活発化したと共に、自費留学生の
人数もいっきに増えていった。
1903年10月、張之洞はまた慈禧の命を拝して駐清公使内田康哉経由で日
本政府の協力を懇請した上、「約束游学生章程」、「奨励游学卒業生章程」、
「自行酌辨立案章程」など一連の留学政策の制定を主宰した33。
「約束游学生章程」と「自行酌辨立案章程」の一つの重要な内容は、い
かに渡日清国留学生の革命活動への参加を防止するかである。前者は学校
の選択、授業への出欠、品行の面で厳しく管理する以外に、また受け入れ
の学校に「本業を背いて」「勝手に議論を発表し、政治を干渉するような
新聞を発行する」学生に対して「随時考察防犯するよう」と求めた。後者
は日本の各学堂に留学生を推薦する際、政治・法律・武備の３科目は「そ
れぞれ人数を限定し、毎年若干名しか推薦しない。武備の場合は官費派遣
生でなければ推薦してはならない。政治・法律の二科目も官費派遣生を優
先して推薦する」と規定している。目的は政権を脅かすすべての可能性を
封殺しようとしたものである。
32　朱寿明編『光緒朝東華録』第４冊、中華書局、光緒29年辛丑（1903）。
33　「籌議約束鼓励游学生章程摺並清単光緒二十九年八月十六日」『張之洞全集』第
４冊、武漢出版社、2008年。
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「奨励游学卒業生章程」は２年前の提議を具体化したものである。すな
わち日本の学校でそれ相応の学業卒業証書を授けられた場合、状況によっ
て挙人・進士などの出身を奨励し、官職を授けるがよいとのような内容で
ある。これは科挙の廃止によって立身出世の道を閉ざされた多くの伝統的
な知識人にとって福音だったに違いない。すると、親子、兄弟、夫婦、親
戚、同郷が連れ合って続々と日本に雪崩込み、史上初の中国人日本留学の
ピーク期が到来したのである。
李喜所の統計によれば、1903、1904、1905、1906年度の留日学生数はそ
れぞれ1,300名、2,400名、8,000名、12,000名だったという34。日本にも多くの、
一部は「学商」「学店」と揶揄される清国留学生受け入れの教育機構が現
れた。そういう教育機構の乱立と教育水準のばらつき、および設けられた
科目の混乱を正すためか、清国留日学生監督処が設立された1906年以降は、
駐日公使・監督処監督による私立学校への推薦校を16校に指定するように
なった35。
郭開文は1905年旧暦１月「四川省費」派遣の形で日本に留学してきた。
彼が来日した時期は、前述した四川派遣の多くの速成師範生が「速成」の
学業を終えて続々と帰国するようになった時期でもある。郭沫若が1906年
春試験を経て入学した嘉定高等小学堂にも、宏文学院に学んで帰国した教
師は２名いた。省内の新式学堂の教師不足問題がある程度緩和されたと考
えられる。
いっぽう、「新政」の方向は日本に学んで立憲君主制の樹立を掲げたも
のである。科挙制度で育った伝統的な知識人には「学びて優なれば則ち仕
う」という立身出世の思いが根強い。ゆえに、ピーク期の特徴の一つは速
成法政を学ぶ人が多い。法政大学清国留学生法政速成科だけでも1904年５
月から1906年９月までの２年数カ月間に2,000余名の清国留学生が在籍し、
34　ここでは、周一川『近代中国女性日本留学史』社会科学文献出版社、2007年による。
35　大里浩秋「『官報』を読む」、大里浩秋・孫安石編『中国人日本留学史研究の現段
階』御茶の水書房、2002年、79頁。
− 78 −
清末中国人日本留学の政策と郭開文の日本留学
同時期の留学生総数の13％にも達した36。
２―２　先輩たちが歩んだ道――京師大学堂派遣一高留学生の進路
なら、郭開文がなぜ東京帝国大学法科の「選科」に入ったのであろうか。
筆者が一高特設予科時期の郭沫若を調査する際、1905年９月から1909年
７月にかけての４年間、郭開文と共に法科の「選科」に在籍した中国人留
学生の内、５名は彼より１年前、前述した章宗祥が引率して来日した京師
大学堂の派遣生で、一高で１年ないし２年の予備学習を終えた人達だった
ことがわかった。彼らの名は唐演、鐘庚言、劉冕執、劉志成、陳治安で、
表２に△で記された人達である。彼らの一高での留学生活と学んだ科目を
考察することで、郭開文がなぜ東京帝国大学法科の「選科」を留学先とし
て選んだのか、どうして単科の「結業卒業」証書さえ取得できなかったの
かへの理解に役立つに違いない。以下は筆者が前掲『六十年史』に基づき、
一高における彼らの２年間の勉強生活について整理したものである37。
　　（1904年）１月23―25日、学力テスト。日本語の成績によって甲乙丙
３組に分けられる。２月６日、授業開始。毎週６時間の体操のほか、
「日語」は10―11時間、「日文」２―３時間38。
　　４月、法科・文科の志願生に毎週４時間の歴史、理科・工科・農科・
医科などの志願生に５時間の数学を追加。２科目共にわかりやすい日
本語で教授するが、難解のところは中国語に訳すような工夫をした。
　　６月下旬、各科目の試験を行った結果、進歩の状態は認めるものの、
36　前掲劉建雲［2010］
37　「自明治三十七年一月至同年十二月　清国京師大学堂留学生ニ関スル第一年報告
書抄録」、「自明治三十八年一月至三十九年三月　清国京師大学堂留学生ニ関スル
第一年報告書抄録」。
38　薩日娜「旧制第一高等学校に学んだ初期京師大学堂派遣の清国留学生について」
（『科学史研究』第49巻、2010）は東京大学第一高等学校関連文書『自明治三十六
年至明治四十五年外国人入学関係書類　第一高等学校』に依拠して、「日文」が
10―11時間、「日語」が２―３時間だと、逆のことを記している。
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９月より本科に編入するには「日語の習熟に一段の進歩を為さしめざ
るべからず」と。
　　７月15日より夏休みを利用して集中講義。毎週日本語18時間、数学・
歴史地理・博物学各12時間の詰め込み教育を施す。
　　８月下旬、優秀たる３名が卒業。その他は日本語の「進歩の遅速」
により改めて２組に分けられる。
　　９月14日、日本人学生と一緒に入学式に参加、一高の学籍に編入。
各々の志願により多くは本科一部（文科）１年の各組に組まれ、外国
語・歴史地理・数学を聴講。学科の変更、留学年限の延長または短縮
を申し込む人もいた。それぞれに合わせた特別授業を設ける。この段
階ですべての科目を日本人の学生と一緒に受講できるようになったの
はたったの３名。１名は文科、２名は理工科。
　　学科の変更を申し込んだ人の内、法科に変えたいのは７名、医科・
工科・文科に変えたいのが各１名。大学予科の留学年限を１年への短
縮を求める人は８名、逆に日本人学生と一緒に受講できるようになる
ため予科の１年延長を求めた人は10名いた。
科　目 在学年度 在籍学生総数
清国
留学生数 氏　　　名
法律学
1905―1906
23 3 刑之襄、△劉成志、△唐演
政治学 33 10 周家彦、張競勇、張競仁、伍崇明、郭開文、黄汝鑑、張春涛、熊垓、周柏年、辛漢
法律学
1906―1907
27 5 △唐演、刑之襄、△劉冕執、高朔、謝暁石
政治学 42 17
周家彦、郭開文、周柏年、劉志揚、馮誾謨、
張競男、黄汝鑑、辛漠、経家齢、劉瑩澤、張競仁、
張春涛、△鐘庚言、張友棟、△劉成志、熊垓、王侃
法律学
1907―1908
28 5 △唐演、高朔、梁載熊、謝暁石、沈家彝
政治学 42 18
郭開文、辛漠、周家彦、黄汝鑑、張競男、張春涛、
張競仁、周柏年、△劉冕執、馮誾謨、銭樹芬、
△劉成志、△鐘庚言、経家齢、劉志揚、王侃、張友棟、
△陳志安
法律学
1908―1909
25 5 △劉冕執、沈家彝、謝暁石、△唐演、梁載熊
政治学 31 11 張競男、△劉成志、郭開文、周柏年、周家彦、辛漠、△陳志安、張友棟、△鐘庚言、馮誾謨、王侃
注：『東京帝国大学一覧』により作成。△は 1904 年 1 月京師大学堂より派遣され、一高で 1
年ほどの委託教育を受けた者である。
【表２】　1905 ―1909年度東京帝大法科大学「選科」に在籍した清国留学生名簿
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　　1905年２―８月：在学年限の短縮を求めて９月より東西両帝国大学
の選科に入りたがる学生のために毎週４時間、「法制経済の大意」「倫
理論理心理の概略」を授けた。
　　夏休みに日本語・外国語・物理化学の特別授業を実施。
　　９月、「進級規定に拘泥せずして皆一年より二年に昇級せしめたり」。
法科志願生４名医科志願生１名が京都帝国大学の「選科」へ、東京帝
国大学の「選科」には法科志願生２名が入学。京都帝国大学に入った
４名の法科生に対して、「法科大学生本邦人某に法科生四名の筆記を
整理し且つ質問に応するの労を執ることを託せり」と。
京師大学堂の派遣生は南洋公学などより５年遅かった。彼らが来日後す
ぐに一高に入り、一高は彼らのさまざまな要望に応えるため手を尽くした
と言える。「速成」あるいは半年後一高本科に入って日本人学生と一緒に
学ぶことを希望したのがほとんど文系生だった。これは当時日本学校の教
科書は文語を多用し、それが京師大学堂の派遣生にとって比較的理解しや
すかったことと無関係ではない。それに対し、理工科と医科を志願した学
生の多くは予備学習を半年から１年半に延ばしている。要するに、理科・
工科・農科・医科に比べて、文系の法科と文科は派遣生の漢学の素養と教
材用語などの要素で、「速成」が可能だったということである。
一高で２年ほどの勉強を経た彼らの内、東西両帝国大学法科大学の「選
科」に入学した人は三分の一以上にも達したというが39、東京帝大には
39　前掲薩日娜［2010］。なお、同論文は東京大学第一高等学校関連文書に依拠して、
「1905年の９月になると、32名の留学生は次々と一高を卒業し、東京、京都両帝
国大学に進学することになった」と言い、京都帝大に入学したのは黄徳章・朱献
文・曽儀進・顧徳隣・蒋履曽の５名と指摘したうえ、「余棨昌、屠振鵬、範熙壬、
周宣、朱深、張輝曽、杜福垣、唐演、陳発壇、劉冕執、席聘臣、劉志成らは東京
帝国大学法科」に進学したと述べている。表２からわかるように、1905 ―1909年
度の東京帝大法科大学の学生名簿に余、屠、範、周、朱、張、杜、陳、席の名は
ない。鐘庚言と陳治安はそれぞれ1906年と1907年度より在籍している。
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表２の通り５名しかいない。彼らは同「選科」にそれぞれ２年から４年ほ
ど在籍しているものの、「結業」卒業生名簿にその名はない。一高は京都
帝国大学に入る４名の法科生に対して、日本人の学生に筆記の整理と質疑
応答を頼んだのもその難易度の高さを物語ったものといえる。
清末早期の留日学生は、東西両帝国大学の「選科」に入ることを上等と
考えていたのであろう。彼らの選択は、後の地方派遣や多くの自費留学生
の進学選択に影響を与えたと考えられる。すなわち、帝国大学分科大学の
「選科」は先輩たちが歩んだ道である。
２―３　「奨励游学卒業生章程」の内容と、東京帝国大学の「選科規程」
早期派遣日本留学生の多くが両帝国大学の「選科」を選んだことにはほ
かの原因はなかろうか。
まずは前述した張之洞が制定した「奨励游学卒業生章程」の具体的な内
容を見てみよう。奨励の基準は下記のように規定されている。
一、普通中学堂を５年卒業し、優等卒業証書を得た者には抜貢の出身を
授け、それに基づき登用する。
一、文部省直轄高等学校、並び同等程度の各実業学校を３年卒業し、優
等卒業証書を得た者（前後在学計８年）には挙人の出身を授け、そ
れに基づき登用する。
一、大学堂で特定の一科目あるいは数科目を学び、終了後選科および変
通選科結業証書を得た者（前後在学計11年か10年）には進士の出身
を授け、それに基づき登用する。その内、中学堂を終えて高等学堂
を経由せずにそのまま大学堂へ昇級し選科に学んだ者（前後在学計
７年か８年）への奨励は、高等学堂卒業に準じる。
一、日本国立大学堂、並びに同等程度の官立学堂に学んで３年卒業し、
学士号を取得した者（前後在学計10年、選科に比べて学問がもっと
全面的である）者には翰林の出身を授ける。
一、日本の国立大学院に学び５年卒業し、博士号を取得した者（前後在
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学計16年）には翰林の出身の外、翰林昇級を授ける。
奨励章程は日本の学校に在学した日本人の生徒・学生に照準して定めら
れた傾向が強いが、各等級に関する在学年限の基準がどう考えても当時に
おいて実現可能、あるいは現実的とは言えない。郭沫若が指摘した「当時
教育を行う人の素人ぶりと中国人が物事をする時の粗雑さ」はこんなとこ
ろにも露呈したのである。
ただ、五つの等級のなか、三つ目の「大学堂で特定の一科目あるいは数
科目を学び、終了後選科および変通選科結業証書を得た者」、「中学堂を終
えて高等学堂を経由せずにそのまま大学堂へ昇級し選科に学んだ者」だけ
が、漢学の学力に優れ、日本に来て言葉の壁・近代基礎教育科目の学力不
足などの問題を抱えた壮年留学生にとっては手が届きそうだったのかもし
れない。実際４年後は「官費・公費・自費留学生で卒業できた人の内、速
成を学んだ者は60％、普通を学んだ者は30％、中途退学者は６―７％、専門・
高等を学んだ者はたったの３―４％、大学に入学した者は１％にも過ぎなかっ
た」という状況である40。
次に、東西両帝国大学の「選科規程」を見てみよう。東京帝大明治39―
40年度（1905―1906）の「選科規程」は次のように定められている41。
　第一条　各分科大学課程中一課目又ハ数科目ヲ選ヒテ専修セント欲シ
入学ヲ願出ツルトキハ各級正科生ニ欠員アルトキニ限リ毎学年ノ始
ニ於テ選科生トシテ之ヲ許可ス
　第三条　選科生ハ年齢十九以上ニシテ選科主管ノ教授其学力ヲ試問シ
所選ノ課目ヲ学修スルニ堪ブルト認ムル者ニ限リ入学ヲ許可スルモ
ノトス
　第五条　選科生ハ正科生ト共ニ試験ヲ受ケ正科生昇級ノ格ニ合フ者ハ
願ニ依リ分科大学ヨリ証書ヲ与フ
40　楊枢「日本游学計画書」1907年７月29日、前掲陳学恂［1986］
41　『東京帝国大学一覧』第20冊。
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つまり、「選科生」は入学試験を経ずに主管教授の口頭試問のみで入学
できる聴講生である。表２からもわかるように、対象の多くは留学生では
なく日本人の学生で、正科の学生と一緒に受講し、一緒に試験を受けて合
格した場合のみ「証書」が授与されるのである。これは一高や法政大学清
国留学生速成科の場合と大いに違う。明治42―44年度の東京帝大法科大学
における「学士及卒業生姓名」欄に「選科」の「結業卒業生」として数人
が記されているが、すべて日本人である。
郭開文は東京帝大の「選科」に４年間学んだ。しかし、「結業」には至
らなかった。馮誾謨という使館留学生でさえ、日本に十数年滞在し、「選科」
に６年も在籍したが、「結業」には至っていない。最初に「選科」に入学
した章宗祥が「結業」証書をもらったのかどうかについても、筆者は関連
史料を調べた。彼の名はなかった。もしかしたら彼は担当教授のご好意に
より何か「変通選科卒業証書」を取得したのかもしれない。
帝国大学法科大学の「選科」の高い難易度により、留学生にとって実を
伴わぬ名のみの状況がまもなく清政府の政策決定者の耳に入ったからであ
ろうか、「五校特約」の締結にしたがい、1908年４月に「たとえ日本の官
立法科大学に留学していても選科生には官費を支払わない」と規定される
ようになった42。ここで筆者が思い付いたのは、成都武備学堂を卒業して
日本へ軍事考察にやって来た郭沫若の次兄開佐が特約五校への受験準備を
する際、1908年秋「お金が足りなかった」ため長兄開文との間に「もめご
と」が発生し、自殺さえ思ったという一節である43。その原因の一つは郭
開文がこの時官費を止められたのではないかと思われる。
42　多賀秋五郎『近代中国教育史資料』（清末篇）、1972年。
43　前掲郭沫若［1979］123頁。
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むすび
京師・広州両同文館において史上初の正規の日本語教育が始まってから
およそ８カ月後、浙江省を中心に清朝地方政府による日本留学生派遣が始
まった。当時日本への留学生派遣について、清政府においてまだ明確な政
策はなかった。
矢野提案は「遵議遴選生徒游学日本事宜片」という中国初の対日留学生
派遣政策の確立を導き出したが、それだけには止まらなかった。「事宜片」
に基づき、清政府は60余名の留学生を選抜し、日本に送り出した。上海交
通大学の前身となる南洋公学が派遣した６名はその一部である。
矢野提案は原案のまま実現に至ってはいないが、日清双方の協議で教育
面にかかる経費のみを日本側が負担するという折衝案で合意できた。その
ため、日本文部省は1900年に「文部省直轄学校外国委託生ニ関スル規程」
（文部省令第11号）という教育法令を発布し、直轄の各大学、高等・専門
学校に通達したのである。よって、清末早期の政府派遣留学生が来日の当
初から日本政府の各部門から多くの便宜を図られ、官立の学校に入る場合
授業料などの免除を得られた。
南洋公学の６名は日華学堂での予備学習を終えてから、章宗祥と富士英
が求是書院など無政策期に送り出された浙江省派遣の６名と一緒に、聴講
生として第一高等学校に入学し、同学校の受け入れた最初の中国人留学生
となった。その後、彼らの内、５名はまた相次いで東京帝国大学分科大学
の「選科」に進学し、南洋公学の章宗祥が同法科大学の「選科」に政治学
を２年間学んだ。章は1903年９月に帰国し、翌年１月に京師大学堂の派遣
生30余名を引率して一高に留学してきている。彼らの経験は辛丑新政の実
施期における留学奨励政策の制定にある程度影響を与えたと考えられる。
辛丑新政は中国人の日本留学に新たな契機をもたらした。1903年、張之
洞は朝廷から命を奉じて一連の留学章程を策定し、なかでも「奨励游学卒
業生章程」がまもなく訪れる科挙の廃止によって立身出世の道を閉ざされ
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た多くの伝統的な知識人にとって一つの救いとなったに違いない。ただ奨
励規定は非現実的な面が目立ち、個別的な条文のみが漢学に優れ、日本に
来て言葉の壁と基礎普通教育科目の学力不足などの問題を抱えた壮年留学
生にとっては手が届きそうだった。
文部省令第11号による官立学校の優遇対策と、先輩留学生の経験に清朝
奨励遊学政策の方向性などが加わって、1904年１月に来日した京師大学堂
の派遣生も、翌年「省費」派遣で来日した四川省の郭開文らも帝国大学分
科大学の「選科」を選ぶことに致したと考える。帝大の「選科」は入学試
験がなく、主管教授の口頭試問のみで入学できる聴講生制度で、もっぱら
留学生のために設けられたものではない。正科生と一緒に試験に合格した
場合のみ結業証書が授与されるのである。東京帝大法科の「選科」には
1910年までの10年間外国人の「成業卒業生」は１人もいなかった。
郭開文は東京帝国大学法科に入学した際、日本語および普通基礎科目の
学力が京師大学堂の派遣生と比べて、どの程度のものだったのかは判断し
がたいが、同「選科」で政治学を４年間勉強した彼も結業証書を取得でき
なかった。在学中に同期同郷で同学科に留学した張春涛という人と共同で
清水澄著『漢訳法律経済辞典』を翻訳し、1907年に刊行されている（資料
１）。同書は現在東京都立中央図書館の実藤文庫に存本があり、彼が日本
に留学して唯一形となった収穫といえよう。
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資料１　清水澄著、郭開文・張春涛合訳『漢訳法律経済辞典』1907年
（出典：さねとうけいしゅう『中国人日本留学史』1960 年）
（本学経営学部非常勤講師）
附註
　本論文は、筆者が2015年３月九州大学にて開催された「清末民初期赴日中国留学生
與中国現代文学日中学術検討会」で発表した中国語の論文（岩佐昌暲等主編『桌子
的跳舞』、『民国文化與文学研究叢書』六編、台湾花木蘭出版社、2016年に収録）を元
に加筆して完成したものである。
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